
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県教育委員会平成２６年度いのちの教育総合支援事業 

「かけがえのない『いのち』を大切にしよう」 
氷見市立朝日丘小学校６学年 

氷見市立南部中学校１学年 

平成２７年１月３０日実施 

【いのちの先生】 

西川 陽子先生 

・佐伯レディースクリニック助産師 

（児童の感想） 

 いつもありがとう。今日の授業でお母さんが子供を産むのは、
大変だということがわかりました。お母さんがいなかったら、
私は、今ここにはいません。命がけの中、がんばってくれたか
ら私は、ここにいるのです。この命を大切にして生きていきま
す。お父さんには、いつも洗濯をしてもらってありがとう。と
きどきほめてくれて、うれしく思っています。これからもたく
さんの笑顔を見せていきたいです。 

（保護者より） 

お母さんのお腹の中にいたとき、お父さん、お母さん、お兄ち
ゃん、おじいちゃん、おばあちゃんみんなで君に会いたくて 声
をかけていたよ。産まれたとき、全身を使って大きな声で泣い
ていて、姿が家族みんなを笑顔にしてくれたよ。成長するなか
で、いろいろ心配もしたけど、今では、立派に成長し、家族を
いつも笑顔にしてくれたね。お父さんとお母さんの元気の源で
す。これからは、多くの人にも笑顔で幸せを広げてください。
いつもありがとうね。 

（児童の感想） 

いつも私のお世話をしてくれてありがとう。中学校に入り、勉
強や部活動が大変になる一方、お母さんはいつも態度を変えず
に接してくれました。仕事のこともあり、大変なのにもかかわ
らず、いつも私のことを心配してくれてありがとう。つらいと
きがあると、お母さんにいつも相談していますが、面倒くさが
らずに、いつも聞いてくれることに感謝しています。これから
もたくさん迷惑をかけると思いますが、よろしくお願いします。 
（保護者より） 

今まで大きな病気もせず、丈夫に育ってくれたことをまずは、
家族みんなで喜んでいます。友達のこと、学習のこと、いろい
ろと大変な時期です。今は大変でも、何年かすぎると、よい思
い出になるように努力してください。まだ将来の夢、目標など
しっかりと決まっていないようですが、家族全員で協力し合い、
夢がかなうように協力するからね。 


